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Ⅰ 山形県教員「指標」 
                 

山形県教育委員会 
１ 策定の趣旨 

  山形県教育委員会は、教育公務員特例法第 22 条の３に基づき、文部科学大臣が定める指標の

策定に関する指針を踏まえ、県内教職課程認定大学及び各市町村教育委員会、各学校、保護者、

産業界の共通認識を得るとともに、パブリックコメントを通じて広く県民の意見を反映させ、

本県教員が高度専門職としての職責、経験及び適性に応じて身に付ける資質を明確化した指標

を定める。 

 

２ 性格 

指標は、本県教員が主体的に資質向上を図る際、教員としてのキャリアステージ全体を見通

し、自らの職責、経験、適性に応じて、効果的・継続的な研修を行うための目安であり、県教

育委員会が研修計画を策定する際に踏まえるべきものとする。 

なお、指標は、人事評価に用いるものではない。 

 

３ 指標が対象とする教員等の範囲 

  県教育委員会が任命権者となる県立学校、市町村立小・中学校・義務教育学校の校長、副校 

長・教頭、主幹教諭、教諭（常勤講師及び短時間勤務教諭を含む）、助教諭、養護教諭、養護 

助教諭、栄養教諭とする。 

なお、市町村立幼稚園及び市町村立幼保連携型認定こども園の教員等の指標については、各 

市町村教育委員会の参考となるよう策定した。 

 

４ 校長の指標 

  校長の職責及び役割の大きさに鑑み、校長の指標を策定する。 

 

５ 本県が採用時に求める教員の姿（※山形県教員選考試験 基本方針より） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（１） 児童生徒への深い教育愛と教育に対する強い使命感、 

責任感のある方 
 

（２） 明るく心身ともに健康で、高い倫理観と規範意識を 
備え、法令を遵守する方 

 
（３） 豊かな教養とより高い専門性を身につけるために、 

常に学び、自らを向上させる姿勢をもち続ける方 
 

（４） 山形県の教員として、郷土を愛する心をもち、人との 
つながりを大切にして、地域社会においてよりよい 
学校を築こうとする方 
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６ 本県教員に求める「着任時の姿」 

 「５ 本県が採用時に求める教員の姿」（※山形県教員選考試験 基本方針より）に基づき、 

本県教育委員会が行う教員採用、及びその後の資質向上の前提となる、初任者に求める「着任 

時の姿」を、以下のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 「着任時の姿」 】 
 

◯教諭（県立学校、市町村立小・中学校、義務教育学校の教諭及び主幹教諭） 

 【教職の実践に関する資質・能力】 

  １ 児童生徒に対する深い教育愛をもっている。 

２ 児童生徒の実態に応じたよりよい人間関係づくりや集団づくりについて理解す 

ることができる。 

  ３ 学習指導要領を理解し、授業を行うことができる。 

  ４ 学習評価の意義と方法について理解している。 

  ５ 情報モラルを正しく理解し、ＩＣＴ機器の適切な活用ができる。 

  ６ インクルーシブ教育システムの考え方を理解している。 

 【教職の素養に関する資質・能力】 

  １ 言葉遣いやマナーなどの社会人としての常識を身に付け、円滑な人間関係をつ 

くることができる。 

  ２ 明るく、心身ともに健康で、教養と教育に対する専門性を身に付けている。 

  ３ 学び続ける教員の重要性について理解している。 

  ４ 教育公務員にふさわしい倫理観と規範意識を備え、教育に対する強い使命感・ 

責任感をもっている。 

  ５ 山形県の教員として、郷土を愛する心をもち、人とのつながりを大切にして、 

地域社会においてよりよい学校・園を築こうとしている。 

  ６ 危機管理の重要性を理解し、危機意識をもって行動しようとしている。 
   
◯養護教諭（※教諭と共通するものは除く。） 

 【養護教諭の実践に関する資質・能力】 

  １ 養護教諭の職務と役割を理解し、日常の応急処置を実施することができる。 

  ２ 学習指導要領を理解し、保健指導、保健学習を行うことができる。 

  ３ 保健室の機能及び保健室経営について理解することができる。 

  ４ 人とのつながりを大切にし、児童生徒や教職員と良好なコミュニケーションを 

図ることができる。 
 
◯栄養教諭（※教諭と共通するものは除く。） 

 【栄養教諭の実践に関する資質・能力】 

  １ 栄養教諭の職務と役割を理解し、食育に取り組むことができる。 

  ２ 学校給食の意義を理解し、給食を活用した食に関する指導を行うことができる。 

  ３ 学習指導要領を理解し、食に関する授業・指導を行うことができる。 

  ４ 栄養管理責任者としての役割について理解している。 

  ５ 学校給食衛生管理責任者としての役割について理解している。 
 
◯幼稚園教諭（※教諭との整合性を図りつつ、「児童生徒」を「幼児」に、「学習指導要 

領」を「幼稚園教育要領等」などに、文言を置き換えている。） 
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７ 指標の段階 

  指標には、本県教育委員会が新規採用教員に対して求める資質を「着任時の姿」として第一 

の段階に位置付け、それも含めて以下の段階を設ける。 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
８ 指標の内容を定める観点 

  指標の内容を定めるため、教諭用、養護教諭用、栄養教諭用、幼稚園教諭用にそれぞれ、以 

下の観点を設定する。 

 

教 諭 用 

Ａ：教職の実践に関する資質・能力 

（担任力） 

Ｂ：教職の素養に関する資質・能力 

◯生徒指導力 

 ・児童生徒理解力・教育相談力 

・集団指導力・学級経営力 

◯学習指導力 

 ・基礎的授業力・カリキュラムマネジメント 

 ・指導の積極的改善 

 ・教師としての専門性の構築、専門教科   

  の指導力強化 

◯ＩＣＴ活用力・情報モラル 

◯特別支援教育力 

 ・特別支援教育の理解と実践力 

 

◯総合的な人間力 

 ・年齢にふさわしい社会力 

 ・豊かな人間性・教養 

 ・学び続ける姿勢 

◯教育公務員としての自覚 

◯チームマネジメント能力 

 ・経営参画意識 

 ・連絡調整力 

 ・チーム運営力 

 ・後輩への指導・助言力 

◯危機管理対応能力 

 ・学校安全の意識 

 ・学校情報管理の意識 

◯教諭、養護教諭、栄養教諭、幼稚園教諭のキャリアステージ（５段階） 
 

・着任時の姿       （初任時） 
 

・始  発  期    ※（初任時～３年目） 
 

・成  長  期    ※（４年目～10年目） 
 

・充  実  期    ※（11年目～20年目） 
 

・組織運営期      ※（21年目～退職） 
 

※キャリアステージごとに示した経験年数は、各教員が自ら資質向上を目指す際のあく

までも目安であり、研修を受ける際等に参考とするものである。 

 例えば、本県教員としては初任であっても、他県で教員としての経験を積んでいる場

合などは、成長期にあたる研修で自らの資質向上を図ること等も考えられる。 
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養 護 教 諭 用 

Ａ：養護教諭の実践に関する資質・能力 Ｂ：教職の素養に関する資質・能力 

 ・健康相談力   ・保健管理力 

 ・保健教育力   ・保健室経営力 

 ・保健組織活動力 

◯ＩＣＴ活用力・情報モラル 

◯特別支援教育力 
 

 

 

※教諭用と共通 

栄 養 教 諭 用 

Ａ：栄養教諭の実践に関する資質・能力 Ｂ：教職の素養に関する資質・能力 

 ・食に関する指導力 

児童生徒理解力、食育推進力、 

給食時間における食に関する指導力、 

  教科等における食に関する指導力、 

個別的な相談指導力 

 ・学校給食管理力 

  栄養管理力、衛生管理力 

◯ＩＣＴ活用力・情報モラル 

◯特別支援教育力 
 

 

 

 

 

※教諭用と共通 

校 長 用 

◯総合的な人間力 

◯教育公務員としての自覚 

◯経営・組織マネジメント力（学校経営力、人材育成力、連携・協働調整力） 

◯危機管理 

 
幼 稚 園 教 諭 用 

Ａ：保育の実践に関する資質・能力 Ｂ：教職の素養に関する資質・能力 

◯幼児理解力 

 ・幼児理解力・教育相談力 

◯保育指導力 

 ・集団指導力 

 ・基礎的保育力・カリキュラムマネジメント 

 ・指導の積極的改善 

 ・保育の専門性の構築 

◯ＩＣＴ活用力・情報モラル 

◯特別支援教育力 

 ・特別な支援を必要とする幼児への指導・

援助力 

 

 

 

 

 

※教諭用と共通 
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９ 指標の構成 

（１） 指標のキャリアステージ（５段階）を横軸とし、各観点を縦軸として、キャリアステージ

及び観点に即した項目内容を記述し、表を作成している。 

（２） 各キャリアステージにおいて◯印を付けた重点項目は、各教員が自らの資質向上を図るた

め研修を受講する際などに、目安として活用できるようにするものである。（その重点の

時期以前に、研修及び教員としての経験等により身に付けておくことは、より望まし 

い。） 

（３） 指標の「始発期」に位置付けた重点項目は、「探究型学習の趣旨理解」、「郷土愛の育成」、

「ＩＣＴ機器の活用」など、本県教育の充実に向けて、教職の早い段階から身に付けてほ

しい資質として示したものである。特に、養護教諭や栄養教諭には、学校において、より

専門性の高い教員としてその能力を発揮してほしいという考え方から、「始発期」により

多くの重点項目を位置付けている。 

（４） 県教育委員会は、指標のキャリアステージ及び観点等を踏まえ、各教員が資質向上を図る

ための研修計画を策定する。 

 

10 指標の文言 

（１） 指標の文言について、教諭・養護教諭・栄養教諭用においては、めざす資質・能力像とし

て示すため、文末表現を「～できる」としている。また、校長用においては、資質・能力

の発揮という観点から、文末表現を「～を行う、～する」としている。 

（２） 本県で使用している教育用語の中で、特に説明が必要な文言について、以下に示す。 

   

    

 

 

 

【担任力】（山形県教員指標 教諭用Ａ 領域） 

   「学習指導力」「生徒指導力」「特別支援教育力」の３つを統合して、授業を核とし
た学級・学年・教科経営を行っていく力 

  （出典：「担任力リーフレット 第１集」2013.3 山形県教育委員会） 
 
【探究型学習】（山形県教員指標 教諭用Ａ 項目25） 

   自ら課題を設定し、基礎的な知識・技能と思考力・判断力・表現力等を総合的に活
用しながら、主体的・協働的に解決に取り組む学習 

（出典：「平成２９年度 学校教育指導の重点」2017.3 山形県教育委員会） 
 
【ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業】 
（山形県教員指標 教諭用Ａ 項目36、幼稚園教諭用Ａ 項目36、養護教諭用Ａ 項目36） 

   「ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業づくり」の定義 
「すべての児童生徒がわかる喜びや学ぶ意義を実感できるために、配慮を要する児 
童生徒には『ないと困る支援』で、他の児童生徒にも『有効な支援』を、学級の実態、 
教科の特性、指導場面などに合わせて工夫した授業づくり」 

（出典：研究報告書第 80 号「ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業づくり」2013.3 山形県教育センター） 
 

【師表】（山形県教員指標 校長用 項目４） 
   「師表」：師として人の手本・模範となること。また、そういう人。（大辞林） 

「完璧な人間がいないように、誰しも完璧な師表にはなり得ない。大切なことは、 
師表たる教師になろうという意識を持ち続けること、そうなるために努力することで 
ある。教員になるということ、教員であり続けるということは、そのような覚悟が必 
要なのである。」 
（出典：「信頼される学校教育を推進するために～管理職等のための『校内研修活用資料』～」及び「師表」

2011.12 山形県教育委員会） 
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の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
幼
・小
・中
・高
を
見
通
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

19
学
校
の
特
色
や
教
育
課
題
を
踏
ま
え
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
具
体
化
し
、
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

20
学
習
評
価
の
意
義
と
方
法
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。

○
４

21
評
価
規
準
を
用
い
て
児
童
生
徒
の
学
習
状
況
を
把
握
し
、
自
ら
の
指
導
方
法
の
工
夫
・改
善
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

○

22
授
業
分
析
や
評
価
を
踏
ま
え
た
改
善
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
校
内
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

23
教
科
に
お
け
る
自
校
の
教
育
課
題
を
分
析
・考
察
し
、
組
織
的
に
学
力
の
定
着
・向
上
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。

○

24
専
門
書
等
を
活
用
し
た
り
、
校
外
で
の
研
修
等
に
参
加
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
専
門
的
知
識
・技
能
を
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

25
探
究
型
学
習
の
趣
旨
を
理
解
し
、
児
童
生
徒
が
主
体
的
・協
働
的
に
課
題
を
解
決
し
て
い
く
力
を
育
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

26
郷
土
を
理
解
し
、
郷
土
に
誇
り
を
も
ち
、
郷
土
を
大
切
に
思
う
心
を
育
む
体
験
活
動
等
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

27
研
究
会
や
研
修
に
積
極
的
に
参
加
し
、
自
ら
の
資
質
・能
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
校
内
に
情
報
発
信
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

28
同
僚
に
指
導
方
法
等
の
改
善
に
向
け
た
適
切
な
助
言
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

○

29
英
語
教
育
や
道
徳
教
育
、
人
権
教
育
、
環
境
教
育
、
国
際
理
解
教
育
な
ど
、
今
日
的
な
教
育
の
動
向
を
把
握
し
学
校
全
体
に
広
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

30
情
報
モ
ラ
ル
を
正
し
く
理
解
し
、
ＩＣ
Ｔ
機
器
の
適
切
な
活
用
が
で
き
る
。

○
５

31
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
な
ど
の
ＩＣ
Ｔ
機
器
を
、
授
業
で
柔
軟
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

32
ＩＣ
Ｔ
機
器
の
積
極
的
な
活
用
を
通
し
て
、
児
童
生
徒
の
情
報
活
用
能
力
と
情
報
モ
ラ
ル
を
育
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

33
ＩＣ
Ｔ
機
器
の
活
用
、
情
報
モ
ラ
ル
教
育
を
同
僚
と
と
も
に
推
進
し
、
学
校
の
ＩＣ
Ｔ
環
境
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

34
情
報
モ
ラ
ル
等
に
関
す
る
情
報
収
集
を
行
い
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
有
益
性
及
び
危
険
性
を
理
解
し
、
的
確
な
対
策
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

○

35
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
の
考
え
方
を
理
解
し
て
い
る
。

○
６

36
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
授
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

○

37
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
適
切
な
指
導
・支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

○

38
個
別
の
指
導
計
画
や
個
別
の
教
育
支
援
計
画
の
意
義
を
理
解
し
て
作
成
し
、
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

39
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
専
門
知
識
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
力
を
も
と
に
、
教
育
的
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

○

40
地
域
の
関
係
機
関
の
役
割
を
理
解
し
、
連
携
し
な
が
ら
、
学
校
・家
庭
・地
域
で
の
支
援
を
効
果
的
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

○

山
形
県
教
員
指
標
　
　
　
　
　
教
諭
用
Ａ
【
教
職
の
実
践
に
関
す
る
資
質
・
能
力
】
　
　
　
　
　
※
◯
印
は
、
そ
の
段
階
に
お
け
る
重
点
項
目

充
実
期

組
織
運
営
期

成
長
期

着
任
時
の
姿

項
　
　
　
　
　
　
　
目

始
発
期

生 徒 指 導 力

領
域

能
力

担 任 力 （ 学 級 担 任 と と も に 教 科 担 任 と し て の 資 質 ・ 能 力 も 含 む ）

集
団
指
導
力
・

学
級
経
営
力

指
導
の
積
極
的
改
善

基
礎
的
授
業
力
・

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

教
師
と
し
て
の
専
門
性
の
構
築
・

専
門
教
科
の
指
導
力
強
化

児
童
生
徒
理
解
力
・

教
育
相
談
力

学 習 指 導 力

ＩＣ
Ｔ
活
用
力
・
情
報
モ
ラ
ル

特
別
支
援
教
育
力

「
指
標
」
教
諭
用
A
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1
言
葉
遣
い
や
マ
ナ
ー
な
ど
の
社
会
人
と
し
て
の
常
識
を
身
に
付
け
、
円
滑
な
人
間
関
係
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
１

2
悩
み
や
困
っ
た
こ
と
が
生
じ
た
場
合
等
に
は
、
管
理
職
や
同
僚
に
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

3
互
い
に
相
談
し
合
え
る
雰
囲
気
を
率
先
し
て
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

4
教
職
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
性
化
し
、
相
互
理
解
を
促
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

5
明
る
く
、
心
身
と
も
に
健
康
で
、
教
養
と
教
育
に
関
す
る
専
門
性
を
身
に
付
け
て
い
る
。

○
２

6
日
本
及
び
外
国
の
文
化
・歴
史
、
環
境
問
題
、
平
和
問
題
等
に
つ
い
て
の
広
い
知
識
を
も
っ
て
い
る
。

○

7
仕
事
と
生
活
の
調
和
を
図
り
、
精
神
的
な
ゆ
と
り
を
も
っ
て
仕
事
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。

○

8
地
域
の
一
員
と
し
て
地
域
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
な
ど
を
通
じ
て
、
地
域
や
他
業
種
の
方
々
の
視
点
を
理
解
し
、
多
面
的
な
見
方
・
考
え
方
が
で
き
る
。

○

9
学
び
続
け
る
教
師
の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。

○
３

10
常
に
自
ら
の
学
び
を
省
察
し
、
課
題
を
発
見
し
改
善
に
努
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

11
管
理
職
や
同
僚
等
の
助
言
を
謙
虚
に
受
け
止
め
自
己
を
省
察
し
、
成
長
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

12
教
師
と
し
て
自
己
革
新
へ
の
意
欲
を
も
ち
続
け
、
教
育
の
動
向
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
た
ゆ
ま
ぬ
自
己
研
鑽
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

○

13
教
育
公
務
員
に
ふ
さ
わ
し
い
倫
理
観
と
規
範
意
識
を
備
え
、
教
育
に
対
す
る
強
い
使
命
感
・責
任
感
を
も
っ
て
い
る
。

○
４

14
高
い
倫
理
性
の
も
と
に
、
教
育
公
務
員
と
し
て
法
令
及
び
服
務
規
律
を
遵
守
し
、
規
範
意
識
を
も
っ
て
職
務
に
専
念
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

15
高
い
倫
理
性
と
厳
正
な
服
務
規
律
の
も
と
に
自
ら
の
使
命
・任
務
を
遂
行
し
、
同
僚
へ
の
助
言
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

○

16
山
形
県
の
教
員
と
し
て
、
郷
土
を
愛
す
る
心
を
も
ち
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
、
地
域
社
会
に
お
い
て
よ
り
よ
い
学
校
・
園
を
築
こ
う
と
し
て
い
る
。

○
５

17
同
僚
と
協
働
す
る
こ
と
の
意
義
を
理
解
し
、
問
題
解
決
に
向
け
て
チ
ー
ム
で
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

18
組
織
の
一
員
と
し
て
自
己
の
役
割
を
自
覚
し
、
学
校
・園
の
運
営
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

19
学
校
・園
を
取
り
巻
く
状
況
を
把
握
・分
析
し
、
組
織
の
課
題
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

20
柔
軟
な
発
想
と
企
画
力
、
的
確
な
判
断
力
を
も
ち
、
全
体
最
適
の
視
点
か
ら
学
校
・園
の
職
務
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

21
学
校
・園
の
運
営
に
つ
い
て
、
機
会
を
自
ら
つ
く
り
出
し
て
管
理
職
に
意
見
具
申
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

22
組
織
運
営
や
教
科
経
営
に
積
極
的
に
関
わ
り
、
学
校
・園
の
教
育
目
標
の
実
現
に
向
け
て
工
夫
改
善
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

○

23
組
織
全
体
に
つ
い
て
、
内
外
の
環
境
要
因
を
広
く
見
渡
し
な
が
ら
そ
の
特
徴
を
つ
か
み
、
強
み
を
活
か
し
た
教
育
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

24
保
護
者
や
地
域
等
と
の
連
携
の
必
要
性
を
理
解
し
、
円
滑
か
つ
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

25
学
校
・園
の
共
通
認
識
の
も
と
、
外
部
の
専
門
機
関
と
連
携
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

26
保
護
者
、
地
域
、
関
係
機
関
等
、
様
々
な
立
場
の
人
と
協
力
し
、
広
く
情
報
収
集
し
た
り
、
適
切
に
情
報
発
信
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

27
外
部
と
の
調
整
の
実
務
担
当
者
と
し
て
、
学
校
・園
の
課
題
に
応
じ
て
人
的
・物
的
資
源
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

28
互
い
の
課
題
や
悩
み
に
気
付
き
、
支
え
合
う
環
境
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
経
験
の
浅
い
教
職
員
を
積
極
的
に
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

29
会
議
や
研
修
が
効
率
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
参
加
者
の
意
見
や
積
極
的
な
取
組
み
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

○

30
同
僚
の
特
性
や
強
み
を
見
取
り
、
そ
れ
ら
を
活
か
し
た
よ
り
よ
い
組
織
づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

31
外
部
専
門
家
等
も
含
め
た
「チ
ー
ム
学
校
」づ
く
り
に
参
画
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

32
同
僚
の
教
育
実
践
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て
、
学
び
合
う
意
識
を
も
っ
て
助
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

33
自
ら
の
指
導
及
び
援
助
等
の
技
術
を
公
開
し
、
職
員
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
後
進
の
育
成
に
当
た
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

34
危
機
管
理
の
重
要
性
を
理
解
し
、
危
機
意
識
を
も
っ
て
行
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

○
６

35
危
険
発
生
時
の
対
処
要
領
に
則
り
、
幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
を
第
一
に
考
え
て
、
事
件
・事
故
、
災
害
へ
の
的
確
な
対
応
が
で
き
る
。

○

36
安
全
教
育
の
計
画
の
策
定
に
主
体
的
に
参
画
し
、
学
校
・園
の
安
全
に
関
す
る
実
践
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

37
危
険
発
生
時
の
対
処
要
領
の
作
成
に
参
画
し
、
事
件
・事
故
、
災
害
へ
の
的
確
な
対
応
が
で
き
る
。

○

38
パ
ソ
コ
ン
の
使
用
規
程
な
ど
を
遵
守
し
、
個
人
情
報
の
保
護
な
ど
の
安
全
管
理
に
努
め
な
が
ら
資
料
を
作
成
し
た
り
活
用
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

39
パ
ソ
コ
ン
の
使
用
規
程
な
ど
を
整
備
し
、
安
全
管
理
を
徹
底
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

40
最
新
の
ＩＣ
Ｔ
技
術
の
動
向
や
実
態
を
把
握
し
て
、
安
全
管
理
の
重
要
性
の
啓
発
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

学
校
・
園
の
安
全
管
理

連
絡
調
整
力

年
齢
に
ふ
さ
わ
し
い

社
会
力

経
営
参
画
意
識

チ ー ム マ ネ ジ メ ン ト 能 力

後
輩
へ
の
指
導
・

助
言
力

チ
ー
ム
運
営
力

学
校
・
園
の
情
報
管
理

山
形
県
教
員
指
標
　
　
　
　
教
諭
用
Ｂ
【
教
職
の
素
養
に
関
す
る
資
質
・
能
力
】
　
　
　
　
※
◯
印
は
、
そ
の
段
階
に
お
け
る
重
点
項
目

危 機 管 理 対 応 能 力

充
実
期

成
長
期

組
織
運
営
期

着
任
時
の
姿

総 合 的 な 人 間 力

豊
か
な
人
間
性
・

教
養

学
び
続
け
る
姿
勢

領
域

能
力

項
　
　
　
　
　
　
　
目

始
発
期

教
育
公
務
員
と
し
て
の
自
覚

「
指
標
」
教
諭
用
B
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○
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○
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○

3
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○

4
0

○

関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
学
校
全
体
の
児
童
生
徒
理
解
の
上
に
立
っ
た
指
導
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

地
域
の
健
康
づ
く
り
の
取
組
み
と
連
携
し
た
保
健
室
経
営
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
児
童
生
徒
や
教
職
員
と
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

児
童
生
徒
保
健
委
員
会
活
動
に
お
い
て
、
児
童
生
徒
が
主
体
的
に
活
動
で
き
る
よ
う
指
導
が
で
き
る
。

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
深
い
専
門
知
識
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
力
を
も
と
に
、
教
育
的
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
の
考
え
方
を
理
解
し
て
い
る
。

個
別
の
指
導
計
画
や
個
別
の
教
育
支
援
計
画
の
意
義
を
理
解
し
、
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

健
康
に
関
す
る
校
内
研
修
を
計
画
的
に
実
施
す
る
た
め
の
共
通
理
解
を
図
り
、
組
織
的
に
学
校
保
健
活
動
が
で
き
る
。

学
校
保
健
委
員
会
等
の
組
織
活
動
の
企
画
・運
営
に
参
画
し
、
学
校
医
、
保
護
者
及
び
関
係
者
の
参
加
・協
力
体
制
を
構
築
で
き
る
。

教
職
員
の
保
健
部
の
組
織
が
円
滑
に
機
能
す
る
よ
う
、
指
導
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
。

ＩＣ
Ｔ
機
器
の
積
極
的
な
活
用
に
よ
り
、
児
童
生
徒
の
情
報
活
用
能
力
と
情
報
モ
ラ
ル
を
育
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
授
業
や
指
導
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

ＩＣ
Ｔ
機
器
の
活
用
、
情
報
モ
ラ
ル
教
育
を
同
僚
と
と
も
に
推
進
し
学
校
の
ＩＣ
Ｔ
環
境
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

情
報
モ
ラ
ル
等
に
関
す
る
情
報
収
集
を
行
い
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
有
益
性
及
び
危
険
性
を
理
解
し
、
的
確
な
対
策
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

児
童
生
徒
一
人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
適
切
な
指
導
・支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

学
校
薬
剤
師
と
連
携
し
、
教
職
員
に
よ
る
学
校
環
境
衛
生
の
日
常
的
な
点
検
へ
の
協
力
と
助
言
が
で
き
る
。

保
健
指
導
、
保
健
学
習
に
お
い
て
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
展
開
で
き
る
。

地
域
の
関
係
機
関
の
役
割
を
理
解
し
、
連
携
し
な
が
ら
、
学
校
・家
庭
・地
域
で
の
支
援
を
効
果
的
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

山
形
県
教
員
指
標
　
　
　
養
護
教
諭
用
Ａ
【
養
護
教
諭
の
実
践
に
関
す
る
資
質
・
能
力
】
　
　
　
　
※
◯
印
は
、
そ
の
段
階
に
お
け
る
重
点
項
目

養
護
教
諭
の
職
務
と
役
割
を
理
解
し
、
日
常
の
応
急
処
置
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

健
康
に
関
す
る
個
人
情
報
の
管
理
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

健
康
観
察
や
健
康
診
断
等
を
実
施
し
、
児
童
生
徒
の
健
康
に
関
す
る
課
題
把
握
と
そ
の
解
決
に
資
す
る
取
組
み
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

必
要
に
応
じ
て
地
域
の
医
療
機
関
等
と
連
携
し
て
、
応
急
処
置
、
健
康
相
談
、
保
健
指
導
、
疾
病
予
防
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

組
織
運
営
期

充
実
期

成
長
期

着
任
時
の
姿

項
　
　
　
　
　
　
　
目

能
力

健
康
相
談
力

保
健
管
理
力

ＩＣ
Ｔ
活
用
力
・

情
報
モ
ラ
ル

特
別
支
援
教
育
力

情
報
モ
ラ
ル
を
正
し
く
理
解
し
、
ＩＣ
Ｔ
機
器
の
適
切
な
活
用
が
で
き
る
。

始
発
期

児
童
生
徒
に
対
す
る
深
い
教
育
愛
を
も
っ
て
い
る
。

い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
の
教
育
課
題
に
つ
い
て
理
解
し
、
そ
の
予
防
・解
決
に
向
け
た
指
導
・支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

学
校
内
（学
校
医
等
を
含
む
）の
関
係
者
及
び
地
域
の
関
係
機
関
等
と
連
携
を
図
っ
た
、
健
康
相
談
を
組
織
的
に
推
進
で
き
る
。

学
校
で
の
事
例
検
討
会
を
積
極
的
に
開
催
す
る
な
ど
、
心
身
の
健
康
課
題
の
解
決
に
向
け
て
指
導
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
。

保
健
教
育
力

保
健
室

経
営
力

保
健
組
織

活
動
力

学
校
で
の
事
件
・事
故
、
災
害
等
の
予
防
的
措
置
や
健
康
に
関
す
る
危
機
管
理
・組
織
的
対
応
の
指
導
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
。

管
理
職
と
と
も
に
、
事
故
予
防
に
学
校
全
体
が
主
体
的
に
取
り
組
む
体
制
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。

学
習
指
導
要
領
を
理
解
し
、
保
健
指
導
、
保
健
学
習
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

学
級
担
任
・保
健
体
育
科
教
諭
等
と
連
携
し
、
保
健
教
育
の
実
施
や
資
料
提
供
な
ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

次
世
代
に
生
命
を
つ
な
ぐ
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
、
生
命
尊
重
を
基
盤
と
し
た
性
と
い
の
ち
の
教
育
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

保
健
室
経
営
計
画
を
策
定
し
、
教
職
員
、
保
護
者
へ
の
周
知
と
と
も
に
、
実
施
、
評
価
、
改
善
を
行
い
、
効
果
的
に
保
健
室
経
営
が
で
き
る
。

児
童
生
徒
の
心
身
の
健
康
管
理
を
行
う
に
あ
た
り
、
学
校
内
外
に
お
い
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
。

学
校
保
健
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
と
な
り
、
学
校
保
健
活
動
の
セ
ン
タ
ー
的
機
能
を
果
た
す
保
健
室
経
営
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

各
教
科
や
特
別
活
動
等
に
お
け
る
保
健
に
関
す
る
指
導
計
画
の
策
定
に
参
画
で
き
る
。

管
理
職
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
の
健
康
課
題
の
解
決
に
向
け
た
体
制
づ
く
り
が
で
き
る
。

保
健
に
関
す
る
情
報
収
集
を
行
い
、
家
庭
や
地
域
に
情
報
発
信
し
、
学
校
保
健
活
動
へ
の
理
解
や
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

保
健
室
の
機
能
及
び
保
健
室
経
営
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

保
健
室
の
環
境
整
備
が
で
き
る
。

「
指
標
」
養
護
教
諭
用
A
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1
児
童
生
徒
に
対
す
る
深
い
教
育
愛
を
も
っ
て
い
る
。

○
１

2
一
人
一
人
の
児
童
生
徒
と
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
と
と
も
に
、
公
平
か
つ
受
容
的
・共
感
的
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

3
不
登
校
や
い
じ
め
な
ど
の
教
育
課
題
に
つ
い
て
理
解
し
、
そ
の
予
防
・解
決
に
向
け
た
適
切
な
指
導
・支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

○

4
栄
養
教
諭
の
職
務
と
役
割
を
理
解
し
、
食
育
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。

○
２

5
児
童
生
徒
の
実
態
を
把
握
し
、
食
に
関
す
る
指
導
に
お
け
る
全
体
計
画
や
年
間
指
導
計
画
の
作
成
に
参
画
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

6
学
校
教
育
目
標
を
踏
ま
え
、
学
校
・家
庭
・地
域
の
連
携
に
よ
る
食
に
関
す
る
指
導
及
び
全
体
計
画
の
作
成
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

○

7
食
に
関
す
る
指
導
体
制
に
つ
い
て
評
価
し
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
、
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
改
善
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

8
学
校
給
食
の
意
義
を
理
解
し
、
給
食
を
活
用
し
た
食
に
関
す
る
指
導
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

○
３

9
学
校
給
食
を
教
材
と
し
て
活
用
し
、
専
門
的
な
立
場
か
ら
資
料
提
供
や
助
言
等
を
行
い
、
学
級
担
任
と
連
携
し
食
に
関
す
る
指
導
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

○

1
0
地
域
の
食
生
活
や
産
業
等
を
理
解
し
、
郷
土
料
理
や
地
場
産
物
の
導
入
等
の
工
夫
を
し
、
関
係
機
関
と
連
携
し
食
に
関
す
る
指
導
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

○

1
1
学
習
指
導
要
領
を
理
解
し
、
食
に
関
す
る
授
業
・指
導
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

○
４

1
2
教
科
や
学
級
活
動
の
ね
ら
い
を
理
解
し
、
学
級
担
任
や
教
科
担
任
等
と
連
携
し
た
食
に
関
す
る
授
業
や
指
導
、
資
料
提
供
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

○

1
3
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
活
か
し
た
学
習
指
導
に
つ
い
て
理
解
し
、
指
導
方
法
の
工
夫
・改
善
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

○

1
4
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
基
礎
的
な
知
識
を
習
得
し
、
栄
養
教
諭
が
行
う
個
別
指
導
や
関
係
者
と
の
連
携
の
在
り
方
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

1
5
肥
満
や
痩
身
、
偏
食
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
有
す
る
児
童
生
徒
と
保
護
者
に
、
担
任
、
養
護
教
諭
と
連
携
し
、
栄
養
管
理
や
指
導
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

○

1
6
児
童
生
徒
や
保
護
者
に
対
す
る
適
切
な
栄
養
管
理
や
指
導
を
行
う
た
め
の
、
関
係
機
関
と
の
連
携
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

1
7
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
な
ど
食
に
関
す
る
専
門
性
を
高
め
、
児
童
生
徒
の
実
態
に
即
し
た
実
践
的
な
指
導
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

○

1
8
栄
養
管
理
責
任
者
と
し
て
の
役
割
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。

○
５

1
9
学
校
給
食
実
施
基
準
を
理
解
し
、
適
切
な
食
品
構
成
や
栄
養
量
に
基
づ
い
た
献
立
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

2
0
教
科
等
と
連
携
さ
せ
、
学
校
給
食
を
教
材
と
し
て
効
果
的
に
活
用
で
き
る
ね
ら
い
を
持
っ
た
献
立
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

2
1
児
童
生
徒
の
栄
養
摂
取
状
況
や
残
食
調
査
等
に
よ
り
課
題
を
把
握
し
、
食
に
関
す
る
指
導
や
献
立
作
成
へ
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

2
2
自
己
管
理
能
力
を
育
成
し
た
り
、
食
へ
の
関
心
を
高
め
た
り
す
る
献
立
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

2
3
児
童
生
徒
の
食
に
関
す
る
知
識
や
学
習
状
況
を
把
握
し
、
教
材
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
献
立
の
工
夫
や
改
善
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

2
4
残
食
調
査
や
栄
養
摂
取
状
況
等
の
評
価
に
基
づ
き
、
改
善
策
を
考
え
実
践
し
、
児
童
生
徒
の
健
康
状
態
の
改
善
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

2
5
学
校
給
食
衛
生
管
理
責
任
者
と
し
て
の
役
割
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。

○
６

2
6
学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準
に
基
づ
き
、
施
設
・設
備
、
食
品
、
学
校
給
食
調
理
員
の
衛
生
に
つ
い
て
点
検
や
指
導
助
言
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

○

2
7
給
食
関
係
者
と
連
携
し
、
安
心
・安
全
な
食
材
の
選
定
や
物
資
管
理
を
行
い
、
諸
帳
簿
の
記
録
等
の
校
務
処
理
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

○

2
8
食
中
毒
や
異
物
混
入
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
発
症
防
止
等
の
危
機
管
理
体
制
を
構
築
し
、
対
応
方
策
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

2
9
衛
生
管
理
責
任
者
と
し
て
、
校
長
、
所
長
、
養
護
教
諭
、
学
校
医
・薬
剤
師
、
関
係
機
関
等
と
連
携
し
、
調
理
場
の
運
営
・改
善
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

○

3
0
情
報
モ
ラ
ル
を
正
し
く
理
解
し
、
ＩＣ
Ｔ
機
器
の
適
切
な
活
用
が
で
き
る
。

○
７

3
1
ＩＣ
Ｔ
機
器
の
積
極
的
な
活
用
に
よ
り
、
児
童
生
徒
の
情
報
活
用
能
力
と
情
報
モ
ラ
ル
を
育
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

3
2
ＩＣ
Ｔ
機
器
の
活
用
、
情
報
モ
ラ
ル
教
育
を
教
職
員
と
と
も
に
推
進
し
、
学
校
の
ＩＣ
Ｔ
環
境
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

3
3
情
報
モ
ラ
ル
等
に
関
す
る
情
報
収
集
を
行
い
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
有
益
性
及
び
危
険
性
を
理
解
し
、
的
確
な
指
導
や
対
策
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

○

3
4
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
の
考
え
方
を
理
解
し
て
い
る
。

○
８

3
5
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
授
業
・指
導
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

○

3
6
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
適
切
な
指
導
・支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

○

3
7
個
別
の
指
導
計
画
や
個
別
の
教
育
支
援
計
画
の
意
義
を
理
解
し
、
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

3
8
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
専
門
知
識
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
力
を
も
と
に
、
教
育
的
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

○

3
9
地
域
の
関
係
機
関
の
役
割
を
理
解
し
、
連
携
し
な
が
ら
、
学
校
・家
庭
・地
域
で
の
支
援
を
効
果
的
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

○

ＩＣ
Ｔ
活
用
力
・
情
報
モ
ラ
ル

特
別
支
援
教
育
力

児
童
生
徒
理
解
力

食 に 関 す る 指 導 力 学 校 給 食 管 理 力

山
形
県
教
員
指
標
　
　
　
　
栄
養
教
諭
用
Ａ
【
栄
養
教
諭
の
実
践
に
関
す
る
資
質
・
能
力
】
　
　
　
　
※
◯
印
は
、
そ
の
段
階
に
お
け
る
重
点
項
目

領
域

能
力

項
　
　
　
　
　
　
　
目

着
任
時
の
姿

成
長
期

充
実
期

組
織
運
営
期

衛
生
管
理
力

食
育
推
進
力

給
食
時
間
に

お
け
る
食
に

関
す
る
指
導
力

教
科
等
に

お
け
る
食
に

関
す
る
指
導
力

個
別
的
な

相
談
指
導
力

栄
養
管
理
力

始
発
期

「
指
標
」
栄
養
教
諭
用
A
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能　　力

5

6

8

9

10

11

②人材発掘 13

③人事評価 14

②教育委員会等
   との連携・協働

16

③開かれた学校
   づくり

17

19

②学校情報管理 20

危
機
管
理

①学校安全管理

予算編成の趣旨を踏まえ効果的な予算の執行管理及び公金や諸帳簿の管理を
適切に行うとともに、校舎内外の学校施設の修繕・安全管理を徹底する。

ＨＰ、校内ネットワーク、ソフトウェア等における情報漏洩防止のため、厳正なセ
キュリティ管理を実施する。

15
①保護者・地域
   との連携・協働

保護者、地域の多様な関心やニーズを的確に把握し、学校の教育計画や教育活
動に適切に外部の方の参画を促すなど、連携・協働を推進する。

18
危機管理マニュアルの整備や防災教育の充実を図り、事故等の未然防止に向け
平素から職員の危機管理能力を高めるとともに、緊急時の対応においてリーダー
シップを発揮する。

学校の課題解決に向けて、教育委員会や関係機関と連携・協働する。

地域の自然・歴史・文化・産業等の特色を活かし、郷土愛や地域への参画意識を
醸成するため、家庭・地域に開かれた学校づくりを行う。

教育公務員としての自覚

経
営
・
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力

学
校
経
営
力

①学校経営目標
   の設定と達成

自校の実態と使命を踏まえ、先見性をもって経営目標を策定し、その実現に向け
て経営戦略を構築する。

学校評価をもとに教育活動や学校運営の状況を的確に把握し、継続的な評価・改
善を行うとともに、積極的な情報発信を行い、説明責任を的確に果たす。

②カリキュラム
   マネジメント

③組織体制づくり

組織運営にかかわる内部・外部の環境条件を把握し、事務職員、技能職員等の
職務も理解しながら、強みを活かした教育活動の実現に向けた組織づくりを行う。

「いのち」を大切にし、生命をつなぐ教育を推進するとともに、いじめや不登校等の
生徒指導上の課題に、組織で対応する「チーム学校」づくりに指導性を発揮する。

業務の効率化を図り、ゆとりを生み出すとともに、教職員のメンタルヘルス管理及
びハラスメント防止を進め、良好な職場環境づくりを行う。

人
材
育
成
力

①人材育成

ミドルリーダー・シニアリーダーの育成を図り、管理職にふさわしい人材を発掘す
る。

人事評価について十分に理解を深め、所属職員に対して適切な指導助言を行う。

連
携
・
協
働
調
整
力

山形県教員指標　校長用

総
合
的
な
人
間
力 学び続ける姿勢

領域 項　　　　目

1

2

管理職としての
見識

学校の責任者として、自己管理に努め、職業倫理の模範を示すとともに、豊かな
経験にもとづき、的確で迅速な判断・決断をしリーダーシップを発揮する。

7
教育目標の具現化に向けて学校の使命や教職員の実態等を踏まえ、特色を活か
したカリキュラムの作成・管理・改善にリーダーシップを発揮する。

12
教職員一人一人の能力や適性を把握し、チームや学年、教科等によるOJTを推進
するとともに、キャリアステージに応じた外部での研修を促す。

国や県、市町村教育委員会の教育施策について情報を収集し、広い視野で自校
を取り巻く状況を把握し、教育哲学や理念に基づいた学校経営を行う。

3
自ら研究と修養に励み資質・能力を磨くとともに、職務上の自らの言動や行動を絶
えず省察し、校長としてのマネジメント力等の向上を図る。

4
教育公務員として自ら法令を遵守し、「師表」となるべく誠実かつ厳正に職務を遂
行するとともに、自らを範とする努力を重ね教職員を指導する。

職場内のコミュニケーションを通じて協働性・同僚性・服務規律の高い教職員集団
を育成する。

☆「指標」 校長用☆
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1
幼
児
に
対
す
る
深
い
教
育
愛
を
も
っ
て
い
る
。

○
１

2
幼
児
と
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
と
と
も
に
、
公
平
か
つ
受
容
的
・
共
感
的
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

3
一
人
一
人
の
幼
児
の
よ
さ
を
見
取
り
、
園
生
活
に
対
す
る
意
欲
や
興
味
関
心
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

○

4
幼
児
一
人
一
人
の
心
身
の
特
性
や
状
況
、
生
活
環
境
な
ど
を
多
面
的
に
捉
え
、
発
達
や
個
に
応
じ
た
指
導
・
援
助
が
で
き
る
。

○

5
い
じ
め
や
登
園
渋
り
な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
常
に
情
報
を
収
集
し
、
予
防
や
解
決
に
向
け
た
適
切
な
指
導
・
援
助
が
で
き
る
。

○

6
保
護
者
の
子
育
て
の
悩
み
等
に
つ
い
て
理
解
・
受
容
し
、
適
切
な
助
言
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

○

7
小
学
校
と
の
円
滑
な
接
続
の
必
要
性
を
理
解
し
、
発
達
や
学
び
の
連
続
性
を
見
通
し
た
指
導
・
援
助
が
で
き
る
。

○

8
幼
児
の
指
導
・
援
助
に
関
す
る
課
題
を
捉
え
、
教
職
員
の
組
織
を
活
用
し
、
課
題
解
決
に
あ
た
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

9
幼
児
の
実
態
に
応
じ
た
よ
り
よ
い
人
間
関
係
づ
く
り
や
集
団
づ
く
り
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
２

1
0
幼
児
が
互
い
の
よ
さ
を
認
め
合
い
な
が
ら
安
心
・
安
全
に
過
ご
せ
る
温
か
い
集
団
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。

○

1
1
園
生
活
に
お
け
る
体
験
を
通
し
て
、
生
命
を
大
切
に
す
る
心
や
思
い
や
り
の
心
、
規
範
意
識
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
。

○

1
2
園
目
標
の
実
現
に
向
け
、
教
職
員
や
家
庭
・
地
域
と
連
携
し
な
が
ら
、
開
か
れ
た
保
育
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

1
3
地
域
や
園
の
実
態
に
応
じ
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
等
と
の
連
携
や
交
流
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

1
4
幼
稚
園
教
育
要
領
等
を
理
解
し
、
保
育
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

○
３

1
5
幼
稚
園
教
育
要
領
等
と
幼
児
の
実
態
、
教
材
の
価
値
を
踏
ま
え
、
指
導
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

1
6
保
育
に
関
す
る
専
門
的
知
識
と
技
能
を
有
し
、
実
際
の
指
導
・
援
助
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
。

○

1
7
保
育
の
ね
ら
い
に
応
じ
て
、
指
導
・
援
助
や
環
境
構
成
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

○

1
8
一
人
一
人
の
幼
児
の
興
味
や
欲
求
に
応
じ
て
、
適
切
な
指
導
・
援
助
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

○

1
9
幼
稚
園
教
育
要
領
、
学
習
指
導
要
領
、
「
第
６
次
山
形
県
教
育
振
興
計
画
」
の
趣
旨
を
活
か
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

2
0
園
の
特
色
を
生
か
し
、
成
果
と
課
題
を
踏
ま
え
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
具
体
化
し
、
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

2
1
幼
児
理
解
に
基
づ
い
た
評
価
の
意
義
と
方
法
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。

○
４

2
2
幼
児
理
解
に
基
づ
い
た
評
価
の
在
り
方
を
理
解
し
、
幼
児
一
人
一
人
の
よ
さ
や
可
能
性
な
ど
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

2
3
幼
児
の
実
態
や
状
況
の
変
化
等
に
即
し
て
、
指
導
過
程
の
評
価
を
行
い
、
指
導
計
画
の
工
夫
・
改
善
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

○

2
4
指
導
過
程
の
評
価
に
つ
い
て
、
園
全
体
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

2
5
評
価
の
妥
当
性
や
信
頼
性
が
高
め
ら
れ
る
よ
う
創
意
工
夫
を
行
い
、
組
織
的
・
計
画
的
な
取
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

2
6
専
門
書
等
を
活
用
し
た
り
、
園
外
で
の
研
修
等
に
参
加
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
専
門
的
知
識
・
技
能
を
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

2
7
郷
土
に
愛
着
を
も
ち
、
郷
土
を
大
切
に
思
う
心
を
育
む
体
験
活
動
等
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

2
8
指
導
力
の
向
上
や
園
の
課
題
の
解
決
に
活
か
せ
る
研
究
会
や
研
修
に
参
加
し
、
教
職
員
に
広
く
情
報
発
信
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

2
9
園
の
課
題
解
決
や
指
導
力
向
上
に
向
け
て
、
教
職
員
に
適
切
な
助
言
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

○

3
0
国
や
県
、
市
町
村
等
に
お
け
る
今
日
的
な
保
育
の
動
向
を
把
握
し
、
そ
れ
ら
を
園
全
体
に
広
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

3
1
情
報
モ
ラ
ル
を
正
し
く
理
解
し
、
ＩＣ
Ｔ
機
器
の
適
切
な
活
用
が
で
き
る
。

○
５

3
2
幼
児
の
体
験
と
の
関
連
を
考
慮
し
、
ＩＣ
Ｔ
機
器
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

3
3
ＩＣ
Ｔ
機
器
の
活
用
を
教
職
員
と
と
も
に
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
、
園
の
ＩＣ
Ｔ
環
境
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

3
4
情
報
モ
ラ
ル
等
に
関
す
る
情
報
収
集
を
行
い
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
有
益
性
及
び
危
険
性
を
理
解
し
、
保
護
者
に
的
確
な
指
導
や
助
言
が
で
き
る
。

○

3
5
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
保
育
シ
ス
テ
ム
の
考
え
方
を
理
解
し
て
い
る
。

○
６

3
6
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
指
導
・
援
助
や
環
境
構
成
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。

○

3
7
幼
児
一
人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
適
切
な
指
導
・
援
助
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

○

3
8
個
別
の
指
導
計
画
や
支
援
計
画
の
意
義
を
理
解
し
、
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○

3
9
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
専
門
知
識
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
力
を
も
と
に
指
導
・
援
助
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

○

4
0
地
域
の
関
係
機
関
の
役
割
を
理
解
し
、
連
携
し
な
が
ら
、
園
・
家
庭
・
地
域
で
の
指
導
・
援
助
を
効
果
的
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

○

保
育
の
専
門
性
の
構
築

保 育 指 導 力

ＩＣ
Ｔ
活
用
力
・
情
報
モ
ラ
ル

特
別
支
援
教
育
力

集
団
指
導
力

幼 児 理 解 力

幼
児
理
解
力
・

教
育
相
談
力

指
導
の
積
極
的
改
善

基
礎
的
保
育
力
・

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
町
村
教
育
委
員
会
参
考
用
　
　
　
幼
稚
園
教
諭
用
Ａ
　
【
保
育
の
実
践
に
関
す
る
資
質
・
能
力
】
　
　
※
◯
印
は
、
そ
の
段
階
に
お
け
る
重
点
項
目

充
実
期

組
織
運
営
期

成
長
期

着
任
時
の
姿

領
域

能
力

項
　
　
　
　
　
　
　
目

始
発
期

「
指
標
」
幼
稚
園
教
諭
用
A
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注1 ○印は、重点とする領域である。 　注2 養護教諭・栄養教諭については、領域内の「生徒指導力」、「学習指導力」を、各職種の専門的な指導力に読み替えるものとする。

注3 職種によっては開講しない講座もある。
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全体図

領　　域 山形県教員「指標」におけるキャリアステージ

生

徒

指

導

力

学

習

指

導

力

I

C

T

活

用

力

・

情

報

モ

ラ

ル

特

別

支

援

教

育

力

総

合

的

な

人

間

力

教

育

公

務

員

と

し

て

の

自

覚

チ

｜

ム

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

能

力

危

機

管

理

対

応

能

力

始発期
初任～３年目

成長期
４～１０年目

充実期
１１～２０年目

組織運営期
２１年目～退職

教員としての使命
感や教育観を育て
るとともに、基礎
的基本的な能力及
び実践的指導力を
身につける。

教員としての専門的
な知識・技能の習熟
を図り、実践的指導
力を高める。

研修課題の整理・解決を図り、積
極的な教育実践を通して教員とし
ての専門的な力量を伸ばすととも
に若手教員を指導する力を身につ
ける。

広い視野に立ち、学校運営の推進者と
しての自覚を持つとともに、管理・運
営・指導に関する力量を高める。豊か
な教職経験を踏まえ、実践的な指導力
や課題解決力を一層高め、他の教員の
力量形成を支援・指導する。

○ ○ ○

○ ○○ ○

基

本

研

修

○ ○ ○ ○ ○

免

許

更

新
○ ○ ○ ○

注4 校内研修に関し、OJTのサポートのため指導主事の派遣が行われている。

専

門

研

修

○ ○ ○ ○

○ ○○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○

　令和３年度　山形県教員研修体系

○ ○ ○ ○

校

内

研

修

○ ○

長

期

研

修
○ ○ ○ ○

○

○ ○

‣服務規律の理解と総合的な人間力の向上を基盤とした基本研修

初

任

者

研

修

・

新

採

教

員

研

修

フ

ォ

ロ

｜
ア

ッ

プ

研

修

教

職

５

年

経

験

者

研

修

中

堅

教

諭

等

資

質

向

上

研

修

ス

テ

｜
ジ

ア

ッ

プ

研

修

教

職

中

長

期

経

験

者

研

修

特別支援教育研修 ▸特支学級新担任 ▸通級指導教室新担当 ▸特支学校新任教諭

教科・領域に関する研修

‣探究型学習の研究成果を基にした、学習の在り方や授業づくりについて学ぶ研修

‣児童生徒の学力向上を目指して、学習指導要領を踏まえた実践的指導力を高める研修

マネジメントに関する研修

‣学級経営やチームリーダーとしての組織運営または校務運営のために必要なマネジメント能力の向上を図る

研修

授業研究、職員研修など

新採校長研修
新採教頭研修

▸中央研修 ▸教職大学院研修

▸長期研修（山形大学、県教育センター、国特総研等における研修）

免
許

更
新

免
許

更
新

免
許

更
新

教育課題に関する研修

‣学校教育の基盤となる事項、社会の変化に対応した教育活動の実践について学び、今日的な教育課題の解決

を図る研修



２  山形県教育センターにおける専門研修　  

初任～
3年目

4～
10年目

11～
20年目

21年目
～退職

201 ○ ◎ ◎ ○ ☆ ＊ ＊

生活科（小） ○ ◎ ◎ ○ ☆ ＊ ＊

英語（中・高） ○ ◎ ◎ ○ ☆ ＊ ＊

美術（中・高） ○ ◎ ◎ ○ ☆ ＊ ＊

理科（小） ○ ◎ ◎ ○ ☆ ＊ ＊

音楽（小） ○ ◎ ◎ ○ ☆ ＊ ＊

国語（中・高） ○ ◎ ◎ ○ ☆ ＊ ＊

社会（小・中）、地歴・公民（高） ○ ◎ ◎ ○ ☆ ＊ ＊

図画工作（小） ○ ◎ ◎ ○ ☆ ＊ ＊

数学（高） ○ ◎ ◎ ○ ☆ ＊ ＊

国語（小） ○ ◎ ◎ ○ ☆ ＊ ＊

音楽（中・高） ○ ◎ ◎ ○ ☆ ＊ ＊

技術（中） ○ ◎ ◎ ○ ☆ ＊ ＊

家庭（小） ○ ◎ ◎ ○ ☆ ＊ ＊

算数（小）・数学（中） ○ ◎ ◎ ○ ☆ ＊ ＊

総合的な学習の時間（小・中）、総合的な探究の時間（高） ○ ◎ ◎ ○ ☆ ＊ ＊

理科（中・高） ○ ◎ ◎ ○ ☆ ＊ ＊

家庭（中・高） ○ ◎ ◎ ○ ☆ ＊ ＊

外国語活動・外国語（小） ○ ◎ ◎ ○ ☆ ＊ ＊

203 ○ ◎ ◎ ○ ☆ ＊ ＊

204 ○ ◎ ◎ ○ ☆ ＊ ＊

理科（中）

音楽（中）

美術(中）

技術（中）

家庭（中）

206 ○ ◎ ○ ○ ☆ ＊

207 ☆

前期 ○ ○ ◎ ○ ☆ ＊

後期 ○ ○ ◎ ○ ☆ ＊

209 ○ ◎ ◎ ○ ☆ ＊ ＊

前期 ○ ◎ ○ ○ ☆ ＊

後期 ○ ◎ ◎ ○ ☆ ＊ ＊

211 ○ ◎ ◎ ○ ☆ ＊ ＊

212 ○ ◎ ◎ ○ ☆ ＊ ＊

213 ○ ◎ ◎ ○ ☆ ＊ ＊

214 ○ ◎ ○ ○ ☆ ＊

215 ○ ◎ ◎ ○ ☆ ＊ ＊

216 ○ ◎ ◎ ☆ ＊

217 ○ ◎ ◎ ☆ ＊

前期 ○ ◎ ☆

後期 ○ ◎ ☆

219 ○ ◎ ☆ ＊
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＊☆

高
校
２
年
次
・
全
校
種
３

年
次
フ

ォ
ロ
ー

ア

ッ
プ
研

修
対
象
講
座

全
校
種
ス
テ
ー

ジ
ア

ッ
プ

研
修
対
象
講
座

教職の実践（担任力） 教職の素養

生
徒
指
導
力

学
習
指
導
力

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
力
・

情
報
モ
ラ
ル

分
　
　
類

講
座
番
号

山形県教員「指標」に
おけるキャリアステージ

特
別
支
援
教
育
力

総
合
的
な
人
間
力

領　　域

教
育
公
務
員
と
し

て
の
自
覚

チ
ー

ム
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
能
力

危
機
管
理
対
応
力

教
育
課
題
に
関
す
る
研
修

208
複式学級指導基礎講座（前期のみ受講可）（午後開催）

通常の学級における特別支援教育講座

⑤

⑥

確かな学力の育成講座 Ｃ
～実践事例をもとにした学習評価の視点～

協調学習の授業づくり講座  （午後開催）

205

授業づくりの
基礎を学ぶ
講 座
（２ 日開催）
（２日間受講）

210


教
科
・
領
域
に
関
す
る
研
修

確かな学力の育成講座Ａ ～カリキュラム・マネジメントの充実～

202

確
か
な
学
力
の
育
成
講
座
Ｂ
 

～

教
科
等
に
お
け
る
授
業
づ
く
り
～

①

②

③

④

 「特別の教科　道徳」に求められる授業づくり講座

学校におけるＯＪＴ推進講座

学校運営基礎講座

複式学級指導基礎講座（後期のみ受講可）（午後開催）

ＥＳＤ、ＳＤＧｓの授業づくり講座　（午後開催）

ＩＣＴを活用した授業づくり講座（前期のみ受講可）

ＩＣＴを活用した授業づくり講座（後期のみ受講可）

小学校におけるプログラミング教育実践講座

高校理科基礎実験講座  高の理科を担当する
教員及び実習教諭等

中・特（中学部）で、以下のい
ずれかに該当する教員

・免許外教科担当教員
・担当教科免許を所有してい
るが指導経験の浅い教員

講　座　名 始発期 成長期 充実期
組織

運営期

218
管理職のための危機対応講座（前期のみ受講可）

管理職のための危機対応講座（後期のみ受講可）

学校マネジメント講座～地域学校協働活動の推進～

特別支援学校における授業力アップ講座　（午後開催）

グループアプローチを活用した学級経営講座
 ～いじめ・不登校未然防止のための親和的な学級集団づくり～

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
研
修

深い学びの基盤となる学習集団づくり講座
 ～児童生徒の主体性・協働性を育む開発的教育相談のすすめ～

・キャリアステージごとに示した経験年数は、各教員が自ら資質向上を目指す際のあくまでも目安であり、研修を受ける際に参考にするものである。

・◎は、目安に基づき特に身に付けてほしいキャリアステージを表している。

・○は、目安に基づき身に付けてほしいキャリアステージを表している。

・☆は、各講座おいて、特に重点としている領域を表して いる。



３　県教育庁各課主催の専門研修
※各研修の実施計画は、各担当課が発行する「実施要項」に記載しています。

始発期 成長期 充実期 組織運営期

初
任
～

３
年
目

４
～

1
0
年
目

1
1
～

2
0
年
目

2
1
年
目
～

退
職

生
徒
指
導
力

学
習
指
導
力

I
C
T
活
用
力
・

情
報
モ
ラ
ル

特
別
支
援
教
育
力

総
合
的
な
人
間
力

教
育
公
務
員
と
し
て

の
自
覚

チ
ー

ム
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
能
力

危
機
管
理
対
応

能
力

義 ☆

義 ○ ◎ ◎ ○ ☆

義 ○ ◎ ◎ ○ ☆

義 ○ ◎ ◎ ○ ☆

高 ○ ◎ ◎ ○ ☆

高 ☆

高 ○ ◎ ◎ ○ ☆

高 ○ ◎ ◎ ○ ☆

ス ◎ 〇 ☆

ス ◎ 〇 ☆

ス 〇 〇 〇 ☆

ス ◎ ◎ 〇 ☆

ス ◎ 〇 ☆

ス ◎ 〇 ☆

ス 〇 ◎ ◎ 〇 ☆

ス ○ ◎ ◎ ○ ☆

ス ○ ○ ◎ ◎ ☆

ス ◎ ◎ ○ ○

生 ○ ◎ ◎ ○ ☆

生 ○ ○ ◎ ◎ ☆

生 ○ ○ ◎ ◎ ☆

生 ○ ◎ ◎ ○ ☆

特 〇 〇 ◎ ◎ ☆

特 〇 ◎ ◎ 〇 ☆

特 〇 ◎ ◎ 〇 ☆

特 〇 ◎ ◎ 〇 ☆

特 〇 ◎ ◎ 〇 ☆

特 〇 ◎ ◎ 〇 ☆

特 〇 ◎ ◎ 〇 ☆

特 高 ☆

高 生徒指導連絡会議 ☆

高 ○ ◎ ◎ ○ ☆

高 ○ ◎ ◎ ○ ☆

ス ◎ 〇 ☆

ス ◎ 〇 〇 ☆

ス 〇 ◎ 〇 ☆

ス ○ ◎ ◎ ○ ☆

ス ◎ ◎ ○ ○ ☆

教 ☆

特 ○ ◎ ◎ ☆

高 ☆

政 高 ☆

福 ◎ ☆

福 ◎ ☆

福 ◎ ☆

福 ◎ ☆

ス 〇 〇 〇 〇 ☆

※　養護教諭、栄養教諭については各職種の専門的な指導力に読み替える。
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各校ネットワーク担当者

講師等対象

教育マイスター

各校特別支援コーディネーター

英語教育充実研修会

３年間で１回受講

学校体育指導研修会（柔道等の体育実技）

山形県特別支援学校教務主任等研修会

県立学校臨時教員等服務研修会

山形県高等学校新教育課程講習会

英語ディベート指導者講習会

工・商・農業科担当教員実技講習（工・商・農・家・福）

医療的ケア担当教員等研修会

発達障がい理解促進指導改善セミナー

通級による指導（ＬＤ等）担当者連絡協議会

子どもの生活リズム向上山形県フォーラム

引率業務に伴う安全運転講習

新採職員のためのメンタルヘルス講座

中堅職員のためのメンタルヘルス講座

管理監督者のためのメンタルヘルス講座

学校における安全衛生管理者研修会

分
類

担当課

教
科
・
領
域
に
関
す
る
研
修

楽しい体育授業づくり講習会（小）

県学校体育経営研修会（小・中）

体育授業力向上研修会（小・中・高）

中学・高等学校体育実技指導者講習会

高校体育経営・保健安全推進研究委員会

高等学校交通安全教育指導者研修会

栄養教諭・学校栄養士等研修会

「子どものいのちを守る」学校安全指導者研修会

薬物乱用防止教室推進研修会

英語指導力向上研修会（小）

教育マイスター制度ベーシック研修会

指導と評価の改善研修会〔英語〕（中）

ＩＣＴ活用推進協議会

領　域

教
育
政
策
課

生
涯
教
育
・
学
習
振
興
課

義
務
教
育
課

特
別
支
援
教
育
課

高
校
教
育
課

福
利
厚
生
課

ス
ポ
ー

ツ
保
健
課

教職の実践（担任力） 教職の素養

講　座　名

山形県教員「指標」におけるキャリアステージ

教
職
員
課

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る

研
修

高等学校特別支援教育コーディネーター養成研修会

探究型学習推進研究会

中高教員相互派遣研修

教務主任連絡協議会

校内ネットワーク担当者連絡協議会

運動部活動指導者研修会（中・高）

高等学校登山指導者講習会

いじめ防止・体罰根絶に向けた運動部活動統括責任者研修会

健康教育研修会

がん教育指導者研修会

教
育
課
題
に
関
す
る
研
修

特別支援教育巡回相談員養成研修会

特別支援学校教育課程研究協議会

特別支援教育資質向上研修会

教育支援地方研究協議会特別支援学級教育課程研究協議会

各校生徒指導主事

各校教務主任

地域学校協働活動研修会

ＰＴＡ指導者研修会

東北大学社会教育主事講習



４　教育事務所主催の専門研修
※各研修の実施計画は、各担当課が発行する「実施要項」に記載しています。

始発期 成長期 充実期 組織運営期

初
任
～

３
年
目

４
～

1
0
年
目

1
1
～

2
0
年
目

2
1
年
目
～

退
職

生
徒
指
導
力

学
習
指
導
力

I
C
T
活
用
力
・

情
報
モ
ラ
ル

特
別
支
援
教
育
力

総
合
的
な
人
間
力

教
育
公
務
員
と

し
て
の
自
覚

チ
ー

ム
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
能
力

危
機
管
理
対
応

能
力

村 最 学習指導力向上研修会　 ○ ◎ ◎ ◎ ☆
置 学力向上研究協議会 〇 ◎ ◎ 〇 ☆

庄 学力向上研究協議会 ○ ◎ ◎ ☆
村 最 置 庄 教育課程研究協議会 ○ ◎ ◎ ◎ ☆

最 もがみ授業改善研修「プロジェクトＭ」 ○ ◎ ○ ○ ☆
置 学習指導研修会（「考える力」を育む授業づくり研究会） ○ ◎ ◎ ○ ☆

村 小学校体育授業づくり講習会 ○ ◎ ◎ ○ ☆
最 置 小学校体育実技指導者講習会 ◎ ◎ ○ ○ ☆

庄 小学校体育指導力向上研修会 〇 ◎ ◎ 〇 ☆
村 ネットワーク型研修会　 ◎ ◎ ◎ ◎ ☆

最 子どもの育ちと学びをつなぐ研修会 ○ ◎ ◎ ○ ☆
庄 学校研究ワンアップ研修会 〇 ◎ ◎ 〇 ☆

村 教育相談員等研修会 ☆
最 置 庄 教育相談員等研修会 ☆

村 最 置 庄 地区いじめ・不登校未然防止連絡協議会 ○ ◎ ◎ ○ ☆
村 最 置 庄 特別支援教育研修会 ○ ◎ ◎ ○ ☆
村 管内特別支援教育コーディネーター養成研修会 ◎ ◎ ○ ☆

最 特別支援教育研修会　兼特別支援教育コーディネーター養成研修会 ○ ◎ ◎ ○ ☆
置 特別支援教育コーディネーター養成研修会（幼保高含む） ○ ○ ◎ ◎ ☆

庄 新任特別支援学級担任等研修会 ◎ ◎ 〇 〇 ☆
庄 特別支援教育コーディネーター研修会 ○ ◎ ◎ 〇 ☆

村 管内市町村教委特支・教育支援研修会 〇 〇 〇 〇 ☆
村 管内臨時教員等研修会①② ◎ ◎ ○ ☆

最 臨時教員等服務研修会 ☆
置 講師等研修会前期Ａ，Ｂ、後期

置 ICT活用指導力向上研修会 〇 ◎ ◎ 〇 ☆
庄 非常勤講師研修会 ☆

村 放課後子ども総合プラン指導者研修会 ○ ○ ◎ ◎ ☆
最 放課後子ども総合プラン指導者研修会 ○ ○ ◎ ○ ☆

置 放課後子ども総合プラン指導者研修会 ○ ○ ◎ ◎ ☆
庄 放課後子ども総合プラン指導者研修会 〇 〇 〇 〇 ☆

村 家庭教育支援フォーラム ○ ◎ ◎ ○ ☆
最 家庭教育支援フォーラム ◎ ◎ ○ ○ ☆

置 家庭教育支援フォーラム ○ ◎ ◎ ○ ☆
庄 家庭教育支援フォーラム 〇 〇 〇 ☆

置 ふるさと塾指導者研修会 〇 ◎ ☆
置 社会教育関係職員研修会　 〇 ◎ 〇 ☆

村 社会教育主事有資格教員研修会 ☆
最 社会教育主事有資格教員研修会 ○ ○ ◎ ◎ ☆

置 社会教育主事有資格教員研修会 〇 ◎ ◎ ☆
村 地域とともにある学校づくり研修会 ○ ○ ◎ ◎ ☆

最 地域とともにある学校づくり研修会 ○ ○ ◎ ◎ ☆
置 地域とともにある学校づくり研修会 〇 ◎ ◎ ☆

村 読育推進ネットワーク研修会 ○ ◎ ◎ ○ ☆
最 読育推進ネットワーク研修会 ◎ ○ ○ ○ ☆

置 読育推進ネットワーク研修会 ○ ◎ ◎ ○ ☆
庄 読育推進ネットワーク研修会 〇 〇 〇 ☆

置 置賜社会教育振興大会、合同研修会 〇 〇 ◎ ◎ ☆
庄 社会教育主事有資格教員研修会 〇 〇 ◎ ◎ ☆
庄 地域とともにある学校づくり研修会 〇 ◎ ◎ ☆

置 管内校長研修会

庄 新採校長研修会 ☆
置 管内教頭研修会

庄 新採主幹教諭研修会 ☆
置 ミドルリーダー研修会 ◎ 〇 ☆
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教職の実践（担任力）

臨時教員等対象

講座・研修名

山形県教員「指標」におけるキャリアステージ 領　域

教職の素養

教育相談員、ふれあいサポーター等対象

教育相談員、ふれあいサポーター等対象

担当所

分
類

村
山
教
育
事
務
所

最
上
教
育
事
務
所

置
賜
教
育
事
務
所

庄
内
教
育
事
務
所

教
科
・
領
域
に
関
す
る
研
修

教
育
課
題
に
関
す
る
研
修

管内新採主幹教諭
教頭対象

主に講師、助教諭対象

有資格者

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

関
す
る
研
修

校長対象
管内新採校長

さんさんプランに係る非常勤講師対象
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山形県教員研修に関する基本方針 

 

学校を取り巻く現代社会は目まぐるしく変化しており、その要請に対応する教育が求められていま

す。そのような社会の中で、子どもたちが主体的に生きていけるように確かな学力を身に付けさせる

ことは、教員に求められた使命です。また、本県教育の特徴は、地域と結びついた教育であり、これ

を可能にしてきたものは、県民の教育への理解の高さと熱意であったといえます。このような「教育

県山形」としての風土・文化は将来にわたって継承していかなければなりません。このような認識の

もとで教育を実践していくために、教員は常に研修に努める必要があります。 

山形県教育委員会は、山形県教員「指標」に基づいた「山形県教員研修計画」を策定するに当たり、

身に付けるべき資質・能力の向上を目指し、次に掲げる基本方針に従い、教員研修を編成します。 

 

１ 第６次山形県教育振興計画（後期計画）で掲げられた３つの人間像である、「『いのち』 

をつなぐ人」、「学びを生かす人」、「地域をつくる人」づくりを目指し、教育の専門家と 

しての使命感と確かな力量をもった教員を育成する研修を実施する。 

また、山形県教員「指標」で示された身に付けるべき資質・能力の領域と、研修との 

関係を明確化し、教員がキャリアステージに沿って学び続けることのできる、系統的な 

研修体系を構築する。 

 

２ 教員の経験年次によって受講する「基本研修」においては、職務の遂行に必要な資質・ 

能力の向上を図る研修を実施し、学校において期待される人材を育成する。 

（１） 初任者研修・新規採用教員研修 

職務に必要な事項に関する研修を実施し、実践的指導力と使命感を養うとともに、 

総合的な人間力を高める。また、初任者を複数年かけて育成する観点から、教職２ 

年次・３年次フォローアップ研修を実施する。 

（２） 教職５年経験者研修 

教員として必要な使命感と教育観の深化を図るとともに、専門的な知識と技能を 

高め、教員としての資質と実践的指導力の向上を図る。 

（３） 中堅教諭等資質向上研修 

教職１１年目に、個々の教諭等の能力や適性等に応じた１年間の研修を実施し、 

中堅教諭等としての資質向上を図ることを目的とする。さらに受講年度を教職１４ 

～１６年目からの選択制にしたステージアップ研修では、教育課題に対する研究並 

びに研修成果の所属校への還元を通して、ミドルリーダーとしての力量を向上させ 

る。 

（４） 教職中長期経験者研修 

教職２０年目に、教員が各自の課題に応じてテーマを設定し、教育実践の課題解 

決力や専門性の向上を図る。 

３ 各教員が選択して受講する「専門研修」においては、本県が推進する「探究型学習」 

や、教科等の指導及び教育課題に対応する研修の充実を図り、教員の専門性を高める。 
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４ 校外研修、校内研修及び自己啓発の３つが相互に関連した研修を奨励するために、山 

形県教員「指標」による教員の自己評価の推進について周知を図る。 

 

５ 学校・教職員のニーズに対応する研修の充実を図る。 

（１） 教員の研修に協力する大学その他の関係機関との連携を推進する。＊１ 

（２） 集合研修の他、サテライト型・出前型の研修など、研修の効率的及び効果的 

な運用を図る。 

（３） 研修者による評価を、研修の充実・改善に活用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＊１ 教員の研修に協力する大学その他の関係機関との連携              

事業名 連携機関 事業の概要 実施時期 担当 

山形県教員資質 

向上協議会 

山形大学 教育公務員特例法22条の３第１項に定め

る校長及び教員としての資質の向上に関

する指標について協議する。また、指標に

基づく校長及び教員の資質・能力の向上に

関すること及びその他必要な事項に関す

ることについて協議する。   
教育 

政策課 

東北芸術工科大学 

東北公益文科大学 

山形県立米沢栄養大学 

山形県立米沢女子短期大学 

東北文教大学 

羽陽学園短期大学 

市町村教育委員会 

各校長会 

ＰＴＡ連合会 

県産業界 

山形県基本研修 

実施協議会 

各校長会 初任者研修及び中堅教諭等資質向上研修

の年間研修計画と、実施上の諸問題の協議

を行うことを目的とする。 
９月 

県教育 

センター 

市町村教育委員会 

学識経験者 

ＰＴＡ連合会 
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